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那那なな

須須すす

　　
芳芳よ

し
よ
し

人人とと

吉吉よ
し
よ
し

村村む
ら
む
ら

　　
直直な

お
な
お

城城きき

佐さ

さ々

木き

史ふ
み

仁ひ
と

議
長

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
議

会
へ
の
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
議
会
の
役

割
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
一
助
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

住
民
と
共
に
歩
む
議

会
。
そ
の
一
歩
と
し
て

議
会
活
動
の
一
端
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
併

せ
て
議
会
監
視
も
お
願

い
し
た
い
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
、
こ
ん

に
ち
は
。

　
こ
の
た
び
、「
あ
い
な

ん
議
会
だ
よ
り
」
を
創
刊

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

機
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

議
会
の
活
動
や
取
り
組

み
を
よ
り
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
、

皆
さ
ま
と
の
絆
を
深
め
、

愛
南
町
の
未
来
を
共
に

築
く
一
助
と
な
る
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
お
り

ま
す
。
ご
支
援
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

町ホームページ

あいなん議 会だより
－ 創刊号によせて －

　

議
会
だ
よ
り
を
発
行
す
る
議
会
広
報
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
（
令
和
６
年
12
月
議
会
）。
こ
れ
は
、

議
会
活
性
化
の
一
環
と
し
て
「
議
会
だ
よ
り
発
行
準
備

特
別
委
員
会
」
で
検
討
し
て
き
た
も
の
で
、「
住
民
に
開

か
れ
た
住
民
と
歩
む
議
会
」
と
な
る
た
め
に
住
民
と
の

関
係
づ
く
り
、
情
報
の
共
有
、
そ
し
て
住
民
参
加
・
参

画
を
実
現
し
て
い
く
の
が
目
的
で
す
。

　
発
行
は
原
則
、
年
４
回
（
６
月
、
９
月
、
12
月
、
３
月
）

の
予
定
で
、委
員
は
６
名
で
す
。
内
容
は
、読
み
や
す
く
、

分
か
り
や
す
い
、
町
民
参
加
の
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
、

「
現
在
・
未
来
」
の
こ
と
に
つ
い
て
編
集
会
議
で
企
画
し

掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

が
始
ま
り
ま
し
た

　議会だより発行準備特
別委員会の報告書（全文）
は、町ホームページに掲載
しておりますのでご覧く
ださい。

報
告
書
も
見
て
ね
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中中な
か
な
か

野野のの

　　
光光み

つ
み
つ

博博ひ
ろ
ひ
ろ

山山や
ま
や
ま

下下し
た
し
た

　　
正正ま

さ
ま
さ

敏敏と
し
と
し

　

議
員
活
動
も
長
く
な

り
ま
し
た
が
、
初
心
を

忘
れ
ず
、
誠
意
あ
る
行

動
を
心
が
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

議
会
改
革
は
議
員
の

議
会
活
動
の
一
丁
目
一

番
地
。
し
か
し
そ
の
前

に
大
切
な
こ
と
は
、
議

員
の
意
識
改
革
を
先
に

す
る
こ
と
！

吉よ
し

田だ

　
茂し

げ

生お

原原は
ら
は
ら

田田だだ

　　
達達た

つ
た
つ

也也やや

鷹た
か

野の

　
正ま

さ

志し

金か
な

繁し
げ

　
典の

り

子こ

池い
け

田だ

　
栄え

い

次じ

嘉か

喜ぎ

山や
ま

　
茂し

げ
る

尾お

崎ざ
き

　
惠け

い

一い
ち

少わ
か

林ば
や
し

　
法の

り

子こ

 

「
議
会
だ
よ
り
」
を
通

じ
て
、
町
民
と
議
会
の

架
け
橋
と
な
り
、
透
明

性
と
信
頼
感
を
高
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
る
議
会
を
目
指
す
と

と
も
に
、「
小
さ
な
声
」

に
対
応
で
き
る
議
員
で

あ
る
よ
う
研
さ
ん
を
積

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
を
通
じ

積
極
的
に
情
報
提
供
に

努
め
、
町
民
の
声
を
お

聴
き
し
、
開
か
れ
た
議

会
の
構
築
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

 

「
あ
い
な
ん
議
会
だ
よ

り
」
創
刊
、
町
民
の
皆

さ
ま
と
の
絆
を
深
め
る

情
報
発
信
を
目
指
し
ま

す
。

　
議
会
の
機
能
、役
割
、

活
動
等
を
分
か
り
や
す

く
町
民
の
皆
さ
ま
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
広
報
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

 

「
議
会
だ
よ
り
」
が
町

民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
、
親
し
み
の
あ
る
分

か
り
や
す
い
開
か
れ
た

議
会
の
一
助
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
も
ら
え
る
機
会

の
一
つ
と
な
り
、
一
人

一
人
が
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
へ
つ
な
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

 「
そ
う
だ
っ
た
の
か
！
」

町
政
と
議
会
の
動
き
、

町
民
の
声
を
分
か
り
や

す
く
お
伝
え
し
て
い
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
愛
読
く

だ
さ
い
。



　子育て支援の充実を図るため、11月20日、役場本庁にて、保護者や
支援団体から計24名をお招きし、議員を交えて４つのグループに分かれ、
意見交換をしました。その結果、次のような意見が出ました。頂いた意見
の一部については、複数の議員が１２月議会の一般質問で取り上げ、町から
の回答を得ました。その他の意見についても、議員全員で協議し、議会か
らの回答として参加団体の皆さまにお伝えしました。
　また、子育て支援を充実させるためには、国
からの支援も必要なことから、１２月議会で
「子育て支援の充実強化を求める意見書」
を採択し、国に提出しました。

子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
！

来年度の中学校新入生から
通学用かばん等の補助を実
施します。制服代の購入に
は就学応援金を活用してくだ
さい。

モンベルのランドセル
は大変ありがたい。

インフルエンザの予防接種や、
給食費の補助、非常に助かる。

●第３子以降の出産子育て支援金の増額を
望む。

●給食費無償化の継続をお願いしたい。
●中・高の制服は10万円以上。制服やかば
んの補助はできないか。
●校区外へのバス通学の小中高生へ、経費補
助またはスクールバスの利用はできないか。

●県外学生の帰省費用の助成を望む。
●紙媒体で申請しないともらえない支援が多
い。全てオンラインで、時期時期に申請の
お知らせが来て手続きができる仕組みをぜ
ひ町として作ってほしい。

愛
南
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
保
育
所
保
護
者
会

あ
い
な
ん
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
こ
ぶ
た
た
ん
ぽ
ぽ
ポ
ケ
ッ
ト
と
ん
ぼ

愛
南
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
若
年
母
子
支
部

参加
団体

子育て支援の充実を

子どもや保護者の意見を聞きなが
ら、児童館や放課後児
童クラブに限らず、多様
な居場所づくりと支援員
の確保を強力に進めま
す。

●夏休みの子ども塾が夢創だけど遠いので、近くにほしい。
●共働きなので、土・日・祝日とか長期休暇の時の支援
があると助かる。

●今は曜日が指定なので、できたら毎日の利用ができな
いか。

●課題は、支援員がいないという現実。地域の協力で確
保が必要だ。

子どもの居場所を

遊具は年１回の保守点検業
務をしています。安全第一
に、適切な修繕や更新を行
い、なるべく早く利用再開し
たいと考えています。

●子どもが自由に遊べる小さな公園が各地区にほしい。
●特に城辺地区で整備がされている公園が少ない。
●使用禁止の遊具が多い公園もある。遊具の補修
を望む。
●年齢に応じた施設の充実を望む。

子どもの遊び場所を

喜びの声

子どもの相談窓口の件は、今後医療機関
等とも相談しながら、協議していきます。

●産婦人科がない所でどうやって子どもを産めるん
だろうか。
●緊急外来で小児科の受診を断られたり、相談窓
口は電話がつながらないことも。

●小児科医や産婦人科医の夜間とか緊急外来の
ローテーション等、医師の確保を願いたい。
●小児科医や産婦人科医の不足は、議員から町、
県へと要望してほしい。

小児医療の充実を
町長に聞いてみた！

●他の人の意見が聴け、自分も思ったことがしっかり言えて楽しかった。有意義
な時間だった。
●議員に直接訴えることができ、また熱心に話を聞いてくれた
ので、議員が身近になった。

●議員は、積極的に現場の声を町や県に伝えてほしい。
●こういう機会を今後も続けてほしい。一つでも意見が反映さ
れるなら、また来たい。

▲託児も行いました

意見発表を行う参加者

▲

意
見
交
換
を
行
う

　
参
加
者

議会報告・意見交換会

こうしてほしい意見

参加者の感想

町からの回答

町からの回答

町からの回答

町からの回答

「議会報告・意見
交換会」の詳細は
こちらから
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一
般
質
問
・
表
決
が
分
か
れ
た
議
案

1212月月
 議会 議会

「
そ
こ
が
聞
き
た
い
」

７
名
の
議
員
が
一
般
質
問

各
議
員
が
、
町
長
の
公
約
か
ら
選
挙
、
防
災
、

観
光
関
係
等
の
町
政
の
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て

一
般
質
問
を
行
っ
た
。
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問 

愛
南
町
の
人
口
減
少
問
題
に
つ
い

て
、
将
来
人
口
推
計
と
町
の
目
標
人

口
の
差
異
を
指
摘
し
、
若
者
定
住
促

進
の
た
め
の
施
策
の
成
果
と
課
題
を

問
う

答 

人
口
減
少
抑
制
の
重
要
性
を
認
識

し
、
子
育
て
支
援
や
移
住
促
進
、
第

一
次
産
業
の
後
継
者
育
成
な
ど
の
具

体
的
な
施
策
の
成
果
を
評
価
し
つ
つ
、

Ｕ
タ
ー
ン
奨
学
金
の
拡
充
や
給
食
費

無
償
化
の
継
続
な
ど
、
新
た
な
取
り

組
み
に
も
言
及
し
た
。
町
の
持
続
可

能
な
発
展
を
目
指
し

て
今
後
も
努
力
す
る

姿
勢
を
示
し
た
。

問 
町
長
の
公
約
実
現
に
当
た
り
、
町

民
、
お
よ
び
議
会
と
対
話
を

答 

私
自
身
（
町
長
）
も
対
話
は
本
当

に
大
切
だ
と
い
う
認
識
は
持
っ
て
い

る
。

問 

小
山
太
陽
光
発
電
事
業
事
件
の
再

発
防
止
策
は
？

答 

処
分
の
規
定
が
不
十
分
な
点
は
、

十
分
に
検
討
し
た
上
で
今
後
対
応
し

て
い
く
。

問 

非
正
規
職
員
（
会
計
年
度
任
用
職

員
）
の
処
遇
を
改
善
す
べ
き
で
は
？

答 

非
正
規
職
員
の
方
々
に
は
あ
え
て

「
非
正
規
で
よ
い
」
と
の
判
断
を
い
た

だ
い
て
応
募
を
い
た
だ
き
、
採
用
に

至
っ
て
い
る
の
が
現
状
。
ま
ず
現
場
の

意
見
を
聞
く
こ
と
か
ら
始
め
て
い
く
。

問 

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
年
齢
延
長
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
の
整
備
、
長
期
休
業
中

の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
対
策
等

に
つ
い
て
問
う

答 

入
会
希
望
の
状
況
を
確
認
し
年
齢

延
長
を
進
め
る
。
放
課
後
子
ど
も
教

室
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
場
所
や
支

導
員
の
確
保
等
の
課
題
等
解
決
し
居

場
所
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。
児
童

館
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
限
ら
ず
、

多
様
な
居
場
所
づ
く
り
に
努
め
る
。

問 

防
災
士
の
組
織
化
に
つ
い
て
問
う

答 

意
見
交
換
や
情
報
共
有
に
よ
る
防

災
士
相
互
の
連
携
強
化
を
図
り
、
地

域
防
災
の
向
上
に
つ
な
げ
る
。

問 

選
挙
に
お
け
る
投
票
支
援
カ
ー

ド
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド

の
導
入
に
つ
い
て
問
う

答 

障
が
い
の
あ
る
方
に
対
す
る
投
票

所
で
の
対
応
例
を
参
考
に
、
関
係
団

体
等
へ
の
周
知
に
努
め
な
が
ら
次
回

選
挙
時
か
ら
各
投
票
所
に
導
入
活
用

す
る
。

問 

甚
大
な
地
震
災
害
と
豪
雨
災
害
等

の
複
合
災
害
対
応
に
つ
い
て
問
う

答 

複
合
化
す
る
災
害
に
適
切
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
道
路
改
良
・
維
持
工

事
等
に
よ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
、
復
旧
復
興
体
制
の
構
築
維
持
に

努
め
る
。

尾崎　惠一

Ozaki
　　Keiichi

金繁　典子

Kanashige
Noriko

吉田　茂生

Yoshida
　　Shigeo

池田　栄次

Ikeda
Eiji



一
般
質
問
・
表
決
が
分
か
れ
た
議
案
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問 

現
行
の
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助

成
制
度
で
は
、
子
ど
も
が
大
学
お
よ
び

高
等
専
門
学
校
生
の
場
合
は
適
用
さ

れ
る
が
、
同
程
度
の
学
費
が
必
要
な

専
修
学
校
や
各
種
学
校
（
専
門
学
校

な
ど
）
は
対
象
外
で
あ
る
。
不
公
平

で
あ
る
の
で
、
支
援
拡
充
を
求
め
る
。

答 

来
年
度
か
ら
、
対
象
の
拡
大
を
計

画
し
て
い
る
。

※
こ
の
他
、
精
神
障
が
い
者
医
療
助

成
の
拡
充
、
中
高
制
服
代
の
助
成
、

農
業
振
興
へ
の
取
り
組
み
、
防
災
士

連
絡
協
議
会
の
設
立
、
住
民
参
画
型

の
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問 

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
方
針
に
つ

い
て（
所
得
向
上
な
ど
成
長
戦
略
、Ｉ
Ｔ・

Ａ
Ｉ
な
ど
、
脱
炭
素
な
ど
環
境
施
策
）

答 

愛
南
町
の
十
年
先
を
見
通
し
、
地

域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
を
支
援
す

る
。
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
産
業
振
興
の

促
進
や
情
報
通
信
技
術
の
導
入
な
ど
、

地
域
の
特
性
や
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。
住

民
、
事
業
者
、
行
政
の
連
携
に
よ
る
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

問 

小
山
地
区
太
陽
光
発
電
事
業
に
係

る
不
許
可
処
分
に
関
す
る
原
因
究
明
、

再
発
防
止
策
、
そ
れ
に
伴
う
処
分
、

町
民
へ
の
報
告
に
つ
い
て
問
う

答 

原
因
究
明
、
再
発
防
止
策
を
講
じ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
、
謝
罪
・
経
緯
・
再
発

防
止
策
・
和
解
内
容
を
掲
載
し
、
町

民
の
方
々
に
ご
報
告
し
て
い
る
が
、

今
後
、
町
広
報
紙
に
も
同
様
の
内
容

を
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問 

人
口
減
少
に
伴
う
就
労
の
場
・
労

働
力
不
足
対
策
に
つ
い
て
問
う

答 

労
働
力
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
外

国
人
雇
用
対
策
の
支
援
に
も
取
り
組
む
。

少林　法子

Wakabayashi
　　Noriko

嘉喜山　茂

Kagiyama
　   Shigeru

吉村　直城

Yoshimura
　　Naoki

賛
成

賛
成

反
対

愛南町議会は住民に情報を積極的に発信し、情報共有をする「住民に開かれた議会」
を目指して議会の活性化をしてきた。全ての会議の公開、議会だよりの発行、本会
議の放送などを実行してきたが、さらに本会議以外の会議の放送を実現することで

「住民に開かれた議会」が充実する。現議長選任時の所信表明にも示されていた。

電力会社は安定供給を義務化されており、電力は余っているわけではない。知事は
国の安全基準が担保されたため稼働に同意している。将来的には反原発の方向に考
えているが、今の時点では反対する。

現在、電力会社は自然エネルギーを余らせて出力制御しているが、日本は世界最大
容量の送電技術を有しており、電力の安定供給は可能。昨年脱原発を完了したドイ
ツでも日本の技術を使っており、知事の政治的意思決定で脱原発は可能。

討 論

討 論

議会の全ての会議の放送を求める請願

知事に伊方原発稼働同意の撤回を求める請願

結果 賛成
７

反対
５ で 採択採択

結果 賛成
２

反対
10 で 不採択不採択

表決が分かれた議案（請願の採択・不採択）



記後集編

町議会情報

あいなん議会だより　2025.3　創刊号
[発 行] 愛南町議会  〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地　[責任者] 議長 佐々木史仁
[編 集] 議会広報特別委員会　TEL 0895-72-7320 ／ FAX 0895-72-1883

　
議
員
が
住
民
グ
ル
ー
プ
か
ら
議
会
に
提
出
さ
れ
た
「
要
望
書
」

の
賛
同
者
宅
を
訪
問
し
、
署
名
の
事
実
を
確
認
す
る
な
ど
し
た
行

為
に
よ
り
、
表
現
の
自
由
、
請
願
権
等
の
憲
法
上
の
重
要
な
権
利

が
侵
害
さ
れ
た
と
し
た
裁
判
で
、
町
に
対
し
、
５
万
円
お
よ
び
遅

延
損
害
金
の
支
払
い
を
命
じ
る
判
決
が
確
定
し
ま
し
た
。

　
住
民
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
賛
同
者
の
皆
さ
ま
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
も
、
多
大
な
ご
迷
惑
や
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し

た
こ
と
、
誠
に
申
し
訳
な
く
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
件
で
、
議
会
に
対
す
る
不
信
感
を
抱
か
せ
た
こ
と
に
つ

い
て
、深
く
反
省
し
、重
ね
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

議
会
と
し
て
信
頼
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

愛
南
町
議
会
議
長　
佐
々
木
史
仁

金
繁
典
子

少
林
法
子

吉
田
茂
生

池
田
栄
次

嘉
喜
山
　
茂

尾
崎
惠
一

　
そ
も
そ
も
な
ぜ
「
議
会
だ
よ
り
」

な
の
？
と
思
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
町
民

の
皆
さ
ん
の
代
表
で
あ
る
議
会
が

何
を
し
て
い
る
の
か
を
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の
声
を

聴
き
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
す
た
め
の
手
段
の
一
つ
が「
議

会
だ
よ
り
」
で
、
他
の
多
く
の
議

会
で
も
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

発
行
に
向
け
て
こ
れ
ま
で
議
会

と
し
て
専
門
家
の
研
修
を
受
け
た

り
、
他
の
議
会
へ
視
察
に
行
っ
た

り
し
て
準
備
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
制
作
は
議
会
全
体
の
協
力
も

得
な
が
ら
編
集
委
員
６
名
が
各

ペ
ー
ジ
を
担
当
し
、
議
会
事
務
局

の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に
よ
り
完
成

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
皆
さ
ん
と
共
に
歩
む
議

会
に
向
け
て
、
議
会
だ
よ
り
を
ぜ

ひ
一
緒
に
育
て
て
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
金
繁
）

 「議会だより」創刊号、
 いかがでしたか？

皆さんの声を聴かせて！

　皆さんのなぜ？あれはどうなっ
たの？これをしてほしい etc…。
　小さな声を集めて、大きな声に
するのが、私たち議会の仕事です。
町民の皆さんからの「声」をお待
ちしています。二次元コードから
どうぞ！

　愛南町議会の構成や議会議員の紹介、会議開
催予定、過去の会議録など、各種情報を町ホー
ムページ（議会ページ）でお知らせしています。

皆さんの声は
こちらまで▶

編集委員会メンバーのご紹介

や
る
気

満
々
！

町議会情報

こ
こ
か
ら
見
て
ね

議会からのお詫び


